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軍
要
視
せ
ら
ろ
る
に
至
っ
た
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
す

財
政
（
負
指
）
の
比
較
研
究
の
困
難

財
政
（
負
掠
）
の
比
較
研
究
方
法
上
の
考
慮
黙

財
政
特
に
財
政
負
婚
の
比
較
研
究
の
必
要

第

七

巻

今
日
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
無
い
。

例
ヘ

近
時
財
政
限
の
一
つ
の
軍
要
な
戦
分
ご
し
て
、
財
政
現
象
の
計
會
網
滸
的
効
果
、
就
中
、
財
政
負
掠
の
研
究
さ
云
ふ
事
が

而
し
て
、
此
の
場
合
、
財
政
の
負
櫓
を
、
箪
に
一
國
の
み
な
ら
す
國
際
的
に
比
餃
研
究
す
る

必
要
が
高
調

n
れ
つ
し
あ
る
。
惟
ふ
に
、
財
政
の
國
際
比
較
は
、
必
す
し
も
、

‘ヽー

ば
、
十
七
世
紀
に

H
e
i
m
a
n
n
C
o
n
r
i
n
g

に
よ
っ
て
某
礎
付
け
ら
れ
た
所
謂
獨
逸
の
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政
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較
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究
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財
政
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所
謂
財
政
資
撞
の
比
較
を
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心
ご
し
て
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第
二
に
、
そ
れ
ご
脳
聯
し
て

そ
の
闘
心
を
深
め

か

の
培
大
を
窃
ら
し
た
。
絃
に
於
い
て
か
、
各
圃
に
亙
り
、
夫
々
、
園
富
及
び
國
民
所
得
に
封
比
し
て
、
財
政
負
掠
が
如
何

が
顕
著
さ
な
り
、
従
っ
て
、
各
國
を
通
じ
て
、
財
政
難
の
勢
ひ
が
誘
致
せ
ら
れ
、

そ
の
根
は
、
又
、
ひ
い
て
、
財
政
負
櫓

第
一
、
獨
占
査
本
主
義
段
階
に
入
っ
て
、

十
九
世
紀
の
後
半
以
後
に

の

―
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
、

官
房
學
に
お
い
て

―
つ
の
證
操
セ
看
取
す
る
軍
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
｀
十
JL
世

に
於
い
て
も
、
そ
の
端
緒
セ
見
出
す
事
が
出
来
る
。

否
．
財
政
の
國
際
的
比
較
は
、
統
計
の
取
扱
っ
た
最
も
古
い
問
題

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

紀
の
初
頭
迄
は
、
比
較
財
政
統
計
は
、
官
房
學
的
惹
味
に
於
け
る
國
家
制
度
の
比
較
論
の
為
め
の
補
助
手
段
こ
し
て
、

附
蹄
的
に
利
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
次
い
で
｀
謂
は
ゞ
一
の
遊
離
過
程
を
続
て
、
官
房
學
の
爾
餘
の
學
科
、
例
へ
ば
、

人
口
論
等
か
ら
分
離
し
て
、
純
秤
の
比
較
財
政
統
計
の
彼
逹
セ
見
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
、

於
け
る
か
し
る
褻
展
の
根
本
動
機
が
、
公
共
役
務
の
増
大
、
従
っ
て
叉
、

財
政
に
多
く
無
闘
心
の
態
度
を
採
つ
て
ゐ
た
民
衆
が
、

租
税
の
培
徴
に
伴
ふ
、

財
政
負
控
の
國
際
比
較

の
必
要
に
存
し
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。
ヤ
が
、
此
の
問
題
が
、
特
に
策
脱
せ
ら
る
に
至
っ
た
の
は
、
寧
ろ
、
二
十
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
り
、
就
中
．
大
戦
以
後
の
事
に
翫
す
と
云
つ
て
い
＼
。
今
、
其
の
理
由
に
就
い
て
考
察
す
る
に
、

一
方
｀
財
政
の
経
費
が
著
し
く
膨
脹
せ
る
に
反
し
、
他
方
、
民
衆
の
貧
困
化

な
る
割
合
を
占
め
る
か
を
研
究
す
る
事
が
、
祉
令
的
に
も
、
財
務
行
政
的
に
も
、
必
要
こ
な
っ
て
来
た
。

固
民
の
中
の
謡
階
級
及
び
染
園
の
間
に
於
け
る
財
政
闘
竿
が
激
化
し
、
従
っ
て
、
従
来
、

現
時
に
於
い
て
は
、
財
政
に
対
し
て
も
、

く
し
て
、
謡
階
級
及
び
話
集
園
間
曼
負
掠
比
較
の
必
要
が
一
般
に
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

第
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巻
四
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2) Z. B. bei Frhr. Malchus, Statistik und Staatenkunde, 1826. 



財
政
の
租
税
公
課
の
負
撞
の
分
配
や
、
叉
、

間
の
懸
釉
が
顕
i

者
さ
な
っ
て
来
た
。
か
4

る
宵
情
は
、
農
村
問
題
の
激
化
、

的
に
｀
都
會
ご
農
村
さ
の
間
の
財
政
的
支
出
並
び
に
租
税
負
捺
の
比
較
を
必
要
な
ら
し
め
つ
＼
あ
る
。

第
六
、
こ
れ
ご
表
裏
し
て
、
大
戦
後
は
、
谷
國
共
に
、
中
央
財
政
（
國
家
財
政
）
さ
地
方
財
政
n

こ
の
間
の
職
分
の
配
分
、

財
政
の
比
較
砧
究
方
法
を
論
ず

第
五
、
各
國
に
於
い
て

是
等
の
比
較
研
究
は

第

七

巻

四

三

七

第

芝

駿

す
る
事
が
出
来
る
。
此
の
意
味
に
於
い
て
も
、
各
國
財
政
の
國
際
比
較
の
軍
要
性
が
、
高
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
の
登
展
に
伴
ひ
、
都
鄭
の
間
の
続
惰
的
賓
力
い
懸
齢
が
甚
し
く
な
り
、
特
に
、
又
、

経
費
を
通
じ
て
の
経
洲
的
並
び
に
文
化
的
恩
恵
の
配
分
に
於
い
て
、
都
邸
の

地
方
絆
洲
い
疲
弊
を
招
来
し
、
絃
に
、

―
つ
に
は
、
各
國
の
豫
算
を
通
じ
て
、
軍
事
費
の
國
際
比
較
を
稔
す
事
に
依
り
、

必
然

そ
の
目
的
セ
逹

機
が
切
迫
す
る
に
至
っ
た
。

國
際
的
糾
惰
戦
が
激
し
く
な
り
、

一
方
、
夫
れ
に
照
應
し
て
、

列
強
の
武
力
抗
争
が
激
烈
ご
な
り
、

冊
昇
的
に
戦
琲
の
危

祁
四
、
大
戦
後
、
資
本
主
義
の
矛
盾
の
激
化
に
伴
ひ
、

一
九
二
九
年
の
末
か
ら
祉
界
的
恐
悦
が
勃
焚
し
、

プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
財
政
會
議
に
於
い
て
、

る
―
つ
の
有
力
な
目
安
ご
し
て
、
大
な
る
政
治
的
意
義
を
持
つ
事
に
な
っ
て
来
た
。

賠
償
問
題
に
闘
聯
し
て
國
際
的
財
政
統
計
の
比
較
研
究
の
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
國
際
聯
盟
が
此
の
方
面
の
仕
ポ
に
着
手
し
、
幾
多
の
貴
軍
な
る
資
料
を
疲
表
し
て
ゐ
る
。

共
の
結
果
、

か
4

る
國
際
情
勢
に
常
面
し
て
、
各
國
は
、
大
戦
以
後
、
屈
々
、
軍
縮
．
曾
議
を
開
催
し
て

危
機
の
阿
避
に
努
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
是
等
令
議
の
中
心
問
題
は
｀
各
國
軍
備
の
比
率
の
問
題
で
あ
る
。
然
る
に
、

か
く
て
、
例
へ
ば

一九―

-
0年
に

第
三
、
大
戦
後
の
賠
償
問
題
並
び
に
戦
偵
問
題
に
闘
聯
し
て
、
租
税
負
掠
の
國
際
比
較
が
、
債
務
國
の
給
付
能
力
を
計

3) cf. Societe des Nations : Memorandum sur les Finances Publiques, 
1921 (Geneve, 1922) et 1922 (1923); Memorandum on Public Fin-
ance, 1922-1926; Ibid. 1926-28; Ibid. 1928-1935. 



る
の
み
な
ら
す
、
各
國
の
豫
算
案
及
び
決
算
の
比
較
に
つ
い
て
も

決
算
饗
に
之
を
求
め
る
の
外
は
な
い
。
然
る
に
、

戦
前
さ
戦
後
さ
云
ふ
如
さ
、
峙

多
年
に
亙
り
、
各
國
の

此
の
豫
算
案
及
び
決
算
書
を
手
に
入
れ
る
事
が
、
極
め
て
困
難
で
あ

が
、
諸
種
の
視
角
か
ら
、

叉
、
様
々
の
意
味
に
於
い
て
、
軍
要
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

財
政
（
負
婿
）
の
比
較
研
究
の
困
難

今

H
、
財
政
、
特
に
、
財
政
負
掠
の
比
較
が
頂
要
ご
な

b
つ
4

あ
る
ボ
、
及
び
そ
の
理
由
は
、
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、

併
し
、
財
政
の
比
較
研
究
、
就
中
｀
財
政
負
拾
の
比
較
研
究
に
は
、
次
ぎ
の
如
き
諸
稲
の
困
難
の
作
ふ
項
を
見
遁
し
得
な

各
國
に
は
、
直
ち
に
比
較
に
用
ゐ
得
る
様
な
、
特
別
の
財
政
統
計
は
無
い
か
ら
、
勢
ひ
、
根
本
咲
料
は
、
豫
算
案
並
び
に

諸
種
の
困
難
を
伴
ふ
。
蓋
し
、
彼
展
の
傾
向
2

ぜ
明
ら

か
に
す
る
璃
め
に
は
、
多
年
に
亙
る
賓
紐
を
基
礎
ご
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
官
際
に
於
い
て
は
、

豫
算
並
び
に
決
罫
闘
係
の
資
料
を
入
手
す
る
事
は
、
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
又
、
例
へ
ば
、

（
イ
）
、
査
料
調
逹
上
の
困
難

い
。
特
に
、
國
際
的
比
較
の
場
合
に
、
然
り
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

國
内
的
に
も
、

國
際
的
に
も
、

今
H
に
於
い
て
は
、

財
政
就
中
、
財
政
負
披
の
比
較
研
究
を
為
す
事

た
の
で
あ
る
。
今
日
に
於
け
る
財
政
調
幣
問
題

(
F
i
n
a
n
z
a
u
s
g
l
e
i
c
h
)

が、

即
ち
、

そ
れ
で
あ
る
。

ひ
い
て
、

又
、
國
費
ご
地
方
費
こ
の
配
分
闘
係
及
び
附
者
の
間
の
租
税
牧
入
の
配
分
問
題
が
、
前
面
に
立
ち
現
は
れ
て
来

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

第

七

巻

四
―
―
―
八

第

豆

聾

四



財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

國
家
豫
算
の
比
較
研
究
は
、
各
國
の
豫
算
の
構
造
が
、

第

七

巻

四

―――

九

五

菫
要
な
部
分
を
捨
象
す
る
に
賞

叉
、
統

軍
貼
セ
晋

根
本
的
に
同
一
で
な
い
為
め
に
、
困
難
を
生
す
る
の
で
あ
る
。

（
口
）
｀
資
料
調
逹
の
不
統

一
に
甚
づ
く
困
難

の
調
逹
も
、
現
時
に
於
い
て
は
、
容
易
で
な
い
か
ら
、
此
虜
に
も
、
比
較
財
政
研
究
上
の
困
難
が
什
す
る
わ
け
で
あ
る
。

而
も
、
所
要
の
文
献
乃
至
情
報

的
・
政
治
的
・
耗
消
的
特
殊
事
梢
の
為
め
に
、

正
常
な
ら
ざ
る
朕
態
に
あ
る
事
が
少
な
く
な
い
。

又
、
財
政
負
掠
の
比
較
セ
完
全
に
行
ふ
為
め
に
は
、
後
述
す
る
如
く
、
箪
に
國
家
財
政
だ
け
で
な
く
、
地
方
財
政
の
負
撥
を

も
比
較
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
地
方
財
政
に
就
い
て
は
、
必
要
な
査
料
を
調
逹
す
る
事
が
、
國
家
財
政
の
場
合
よ
り
も
、

更
に
一
浴
困
難
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
所
で
は
、
箕
に
客
観
的
位
、
詳
細
な
財
政
負
控
の
比
較
研
究
を
行
ふ
こ
ご
は
、
事
賞
上

不
可
能
の
朕
態
に
あ
る
。
尚
ほ
、
研
究
査
料
ご
し
て
豫
算
・
決
算
書
が
必
要
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
更
に
｀
各
々
の
経
費
目

及
び
牧
入
目
の
解
明
の
認
め
に
は
、
一
般
の
學
問
的
文
献
に
目
ク
竺
通
す
事
が
肝
要
で
あ
る
。

財
政
疲
展
上
、

諸
種
の
自
然
的
・
社
會

従
っ
て
、
統
計
に
加
工
す
る
に
賞
つ
て

は
、
各
國
の
豫
算
の
仕
組
の
差
異
を
｀
出
来
る
限
り
克
服
す
る
事
に
、

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
共
の
為
め
に
は
、
先
づ
、
各
國
豫
算
の
仕
組
の
相
異
が
、
何
虐
に
あ
る
や
を
明
ら
か
に
し
、

一
的
な
プ
ラ
ン
ご
方
針
'
J
J

に
基
つ
く
加
工
に
よ
っ
て
、
此
等
の
相
異
の
、
．
少
な
く
さ
も
、

第
↓
―
―
跛

な
る
年
で
あ
る
に
拘
ら
す
（
例
へ
ば
、

一
九
二
六
年
の
ア
メ
リ
カ
）
、
他
の
國
に
於
い
て
は
、

正
常
年
度
な
る
事
を
必
要
こ
す
る
こ
さ
は
多
言
を
要
し
な
い
。

然
る
に
、

同
一
年
度
が
、

或
る
國
に
於
い
て
は
、

定
の
年
度
を
と
つ
て
、
比
較
す
る
場
合
に
つ
い
て
考
ふ
る
に

J

り
場
合
、
北
の
撰
ば
れ
た
る
年
度
が
、

． 
正
常



地
方
閻
開
こ
の
間
に
於
け
る
職
分
の
分
割
上
の
相
異
か
ら
も
、
同
様
の
困
雅
が
生
す
る
。
然
る
に
、

か
:
る
朕
態
り
下
ぷ

一
方
、
地
方
財
政
に

的
に
除
去
す
る
事
は
容
易
で
な
い
か
ら
、

家
行
政
の
樅
限
に
属
す
る
職
分
が

充
分
に
目
的
セ
逹
す
る
事
が
出
来
な
い
。
豫
算
費
目
乃
至
歳
入
項
目
の

一
定
の
推
算
に
よ
っ
て
之
を
補
ふ

の
外
な
き
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

上
述
の
衰
料
の
調
逹
及
び
豫
算
の
統
一
的
加
工
上
の
技
術
的
困
維
よ
り
も
、

抑
々
、
財
政
比
校
を
正
裳
に
謡
し
得
る
為
め
に
は
、

る
國
々
の
間
に
於
い
て
、
公
私
の
活
動
の
限
界
が
、
略
々
、
詞

一
な
る
項
を
要
す
る
。

す
る
財
政
支
出
だ
け
を
比
較
し
て
も
、

比
較
の
封
象
ご
な

あ
る
國
に
お
い
て
は
、
私
的
活
動
に
一
任
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
賞
該
目
的
に
対

正
賞
な
る
答
セ
得
る
布
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
、
此
等
の
相
異
黙
セ
、
数
字

少
な
く
n

こ
も
、
吾
人

は
、
固
家
組
織
上
の
此
等
の
相
異
及
び
夫
れ
に
依
つ
て
生

す
る
比
較
の
困
難
を
、
指
摘
す
る
だ
け
の
用
意
を
欠
い
で
は
な
ら
な
い
。
又
、
様
々
の
公
共
園
憫
の
間
｀

就
い
て
、
根
本
資
料
を
調
逹
す
る
事
は
、
上
述
の
如
く
、
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
の
で
あ
る
か
ら
、

就
中
、
固
家
と

今
、
若
し
、
他
國
に
お
い
て
は
、
闊

に
よ
っ
て
も
、
之
セ
取
り
除
く
事
は
出
来
な
い
。

の
も
り
か
ら
生
す
る
困
難
で
あ
る
。
此
等
の
困
難
は
、

良
き
資
料
の
利
用
に
依
つ
て
も
、
又
、
廣
く
情
報
を
蒐
集
す
る
ポ

更
に
一
廿
屯
大
な
障
害
は
、
財
政
事
宜
そ

（
ハ
）
、
財
政
事
寅
そ
の
も
の
に
基
づ
く
困
難

細
部
に
闘
す
る
訣
陥
は

の
研
究
者
に
さ
つ
て
、
甚
だ
困
難
な
る
為
め
に

・
目
の
細
目
に
互
る
分
類
が
、

極
め
て
不
完
全
な
る
事
ご

今

―
つ
に
は

嘗
該
行
政
組
織
を
詳
細
に
知
る
事
が
、
他
國

つ
て
、

如
何
な
る
原
則
に
採
る
ぺ
き
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

然
る
に
、

此
の
事
は
、

―
つ
に
は
、

豫
算
の
款
•
項

財
政
の
比
戟
研
究
方
法
を
論
ず

第

七

巻

旧

四

0
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―
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第

七

巻

四

四

七

園
閤
の
財
政
は
、
私
的
螢
利
経
清
に
依
存
し
、
而
し
て
、
今

H
の
社
會
経
滸
的
全
構
造
並
び
に
共
の
時
・
共
の
虚
に
お
け

叉
、
逆
に
、
公
共

公
共
圏
儒
の
役
務
に
依
存
す
る
所
甚
だ
大
で
あ
る
。

例
へ
ば
、
固
家
領
域
の
防
衛
及
び
國
内
の
安
寧
秩
序
の
維
持
な
く
、
叉

私
経
溝
の
存
績
は

（
ー
ー
）
、
経
惰
謡
條
件
の
差
異
に
基
づ
く
困
難

此
の
事
は
、
社
會
費
に
つ
い
て
も
亦
賞
嵌
ま
る
。

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

の
数
育
事
務
の
配
分
は
、
國
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
且
つ
、

地
方
圏
閤
及
び
私
人
の
、
営
該
純
費
の
支
辮
方
法
も
一
様

が
、
略
々
、
類
似
し
て
ゐ
る
場
合
に
限
る
の
で
あ
る
。
此
の
黙
よ
り
見
て
、

る
職
分
の
配
分
が
、
如
何
に
相
異
し
て
ゐ
る
か
、
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
へ
ば
、
今

H
、
文
化
費
の
中
、
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
教
育
費
に
つ
い
て
観
る
も
、
獨
り
、

か
ら
、
各
國
の
教
育
制
度
の
賓
情
を
判
断
し
、

の
み
な
ら
す
、

比
較
す
る
こ
ご
は
危
陰
で
あ
る
。

地
方
園
開
、
私
的
園
馬
及
び
私
人
が
協
同
参
加
し
て
居
り
、

財
政
ご
私
的
螢
利
網
渭
さ
は
、
極
め
て
密
接
な
相
互
制
約
的
闘
聯
に
立
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

櫂
利
保
全
の
公
け
の
保
證
な
苔
場
合
に
は
、
今
日
の
生
南
過
程
の
支
障
な
ぎ
痰
展
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

ろ
鯉
渭
情
勢
に
依
つ
て
、
甚
大
な
る
影
饗
を
受
け
る
。
斯
く
て
、
親
費
は
、

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

工
業
國
さ
農
業
國
さ
の
間
、

叉
海
岸
線
の
長

第

三

猿

叉
、
國
家
、
地
方
公
共
圃
開
及
び
私
人
の
間

何
故
な
ら
ば
、
教
育
事
業
に
は
、
國
家

豫
算
の
数
字
の
み

吾
々
は
、
固
家

Jゞ

地
方
園
開
さ
の
間
に
於
け

於
け
る
比
較
が
、
兎
も
角
も
、
大
な
る
誤
り
無
し
に
行
ば
れ
る
の
は
、

裳
該
諸
國
に
お
け
る
國
家
ご
地
方
圃
開
さ
の
闊
係



(4) ⑱
海
運
固
に
於
い
て
は
、
滴
船
の
数
・
年
齢
・
噸
数
及
び
速
力

②
職
業
別
人
口
の
構
成
（
農
・
エ
・
鎖
・
商
・
交
通
・
自
由
職
業
別
）

(1) 

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

き
國
家
ご
大
陸
に
存
在
す
る
國
家
こ
の
間
に
於
い
て
は
、
著
し
く
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
叉
、

幣
賭
買
力
の
菱
動
は
、
全
國
家
財
政
セ
左
右
す
る
力
が
あ
る
と
同
時
に
、

例
へ
ば
｀
所
得
税
‘
消
費
税
等
々
の
動
き
に
、
甚
大
な
る
影
響
を
典
へ
る
許
り
で
な
く
、

等
の
事
寅
か
ら
、
財
政
、
特
に
、
財
政
負
掠
の
比
較
研
究
セ
な
さ
む
が
為
め
に
は
、

商
船
に
劉
す
る
補
助
金
に
於
い
て
は
、
海
運
の
椅
勢
の
如
さ
を
、
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

現
さ
し
て
の
國
民
所
得
が
、
最
も
一
般
的
な
、
適
賞
な
基
礎
-
こ
な
る
認
で
あ
る
。

件
に
就
き
、

共
の
他
oJ
社
會
的
経
費
及
び
私
経
消
に
封
す
る
補
助
金
等
の
上
に
も
影
響
セ
及
ぽ
す
の
で
あ
る
。
此

鯉
清
的
及
び
祉
曾
的
機
構
に
欄
す
る
調
介
報
告
並
び
に
一
國
の
全
経
惰
力
の
簡
輩
・
明
瞭
な
数
字
的
表

尚
ほ
、
財
政
弔
賓
の
比
較
研
究
に
際
し
、
常
に
遡
つ
て
考
慮
す
べ
き
経
滸
的
諸
條

正
し
い
判
断
を
下
す
上
に
、
注
目
す
ぺ
き
重
要
な
謡
項
目
を
翠
ぐ
れ
ば
｀
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

各
國
3
面
積
及
び
人
口
（
穂
人
口
、
密
度
、
人
口
培
加
率
）

使
用
馬
力
及
び
内
地
交
辿
機
鞠
、
就
中
、
鐵
道
線
路
の
長
さ

も
考
慮
す
ぺ
き
事
は
言
を
侯
た
な
い
。

第
．
―
―
―
聾

尤
も
、
共
の
際
、
國
民
所
得
の
構
成
を

較
に
際
し
て
は
、

同
時
に
、

叉
一
方
、
全
負
掠
の
比

遡
つ
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
斯
く
し
て
、
共
の
時
々
の
謡
紐
消
因
子
、
例
へ
ば
、
移
民
費
に
於
い
て
は
人
口
の
密
度
、

営
該
國
家
の
客
観
的
経
瀕
梢
勢
に
迄

ば
農
村
救
演
費

又
、
多
く
の
経
投
、
特
に
例
ヘ

そ
の
時
々
の
景
氣
の
賓
情
は
、
國
家
の
牧
入
、

物
慎
の
愛
動
、
特
に
、
貨

第

七

巻

四

四

八



外
國
貿
易
の
動
向
、
特
に
、
生
活
資
料
•
原
料
・
半
成
品
及
完
成
品
別
研
究

為
替
相
場
及
び
物
債
の
髪
動

景
氣
の
動
向
を
窺
ふ
為
め
の
主
要
な
る
経
済
指
数
、

（
置
）
生
在
指
数
、
特
に
、
石
炭
、
鐵
鋼
等
重
要
陀
業
の
生
北
庇
指
数

(
V
)
株
債
指
数
(
"
)
失
業
指
数

C5)
資

本
夜
行
指
敷
（
渭
）
貿
易
指
数
(
J
X
)
通
貨
、
特
に
、
銀
行
券
流
通
高
指
数

(X)
金
利
、
就
・
中
、
市
中
銀
行
割
引

歩
合

(n
)鐵
道
荷
動
及
び
鐵
道
牧
入
指
数
等
々

以
上
、
財
政
の
國
際
比
較
に
伴
ふ
諸
困
雉
に
就
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、

究
は
、
寅
際
に
於
い
て
は
、
極
め
て
困
難
で
は
あ
る
が
、
併
し
、

な
科
學
的
研
究
を
岱
す
が
為
め
に
は
、
上
述
の
謡
困
難
に
照
し
て
、
様
々

の
條
件
を
併
せ
考
慮
す
る
項
が
必
要
で
あ
る
。

先
づ
、
普
通
に
財
政
負
控
を
比
較
研
究
す
る
方
法
ビ
し
て
は
、
各
々
の
涸
家
の
歳
入
、
歳
出
の
線
額
を
、

除
し
て
、
之
に
依
つ
て
、
國
際
比
率
セ
見
ん
さ
す
る
方
法
が
あ
る
が
、

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

以
下
、
考
慮
さ
る
べ
き
是
等
の
謡
條
件
に
就
い
て
研
究
し
よ
う
。

第

七

巻

四

四

鰤
＝
＝
輩

九

併
し
、
此
の
如
き
方
法
は
、
各
園
民
の
間
に
於
い

人
口
を
以
て

財
政
、
特
に
、
財
政
負
揖
の
比
較
研
究
方
法
上
の
考
慮
鈷

の
時
間
的
比
較
に
就
い
て
も
、
亦
裳
て
は
ま
る
も
の
が
あ
る
。

か
く
て
、
財
政
、
特
に
、
財
政
負
推
の
精
密
な
る
比
較
研

(7) (6) (5)・ 

(
I
)

物
債
指
数

此
等
の
困
難
は

一
國
に
於
い
て
の
財
政

(1
)
生
計
費
指
数
●

(
1
)
賃
銀
指
数

理
論
上
、
決
し
て
、

不
可
能
で
は
な
い
。

唯
、
客
観
的



儒
等
の
財
政
数
字
を
も
包
含
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
、
各
國
の
鯉
費
趣
額
を
算
出
す
る
に
賞
つ
て
は
、
箪

國
家
oJ
歳
入
・
歳
出
だ
け
の
比
較
で
は
、

不
十
分
で
あ
る
。
蓋
し
、
財
政
の
憩
額
は
、
國
家
財
政
の
外
に
、
下
級
統
治
圏

（
イ
）
第
一
に
、
前
者
に
就
い
て
考
へ
る
さ
、

負
掠
の
國
際
的
軽
軍
を
知
る
為
め
に
は
、
普
通
ピ
行
ば
れ
る
が
如
き
、

控
脳
係
を
研
究
す
る
に
在
る
か
、
に
よ
っ
て
、
答
は
団
一
で
は
あ
り
得
無
い
。

各
國
財
政
の
相
野
的
負
櫓
を
見
る
に
あ
ろ
か
、
そ
れ
さ
も
、

あ
る
一
國
内
の
中
央
政
府
ご
地
方
政
府
乃
至
は
地
方
間
の
負

先
づ
、
比
較
研
究
の
目
的
如
何
に
依
つ
て
、

答
が
自
ら
異
な
る
こ
さ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
目
的
が
、

(
I
)

地
方
園
閤
及
び
聯
邦
に
闊
す
る
も
の

（

一

）

分
賛
的
ポ
項
に
隅
す
る
も
の

A

財
政
の
豫
算
、
決
算
に
現
ば
れ
る
も
の

是
は
疸
接
財
政
の
豫
算
に
現
は
れ
る
も
の
と
、

現
は
れ
ざ
る
も
の
ご
が
あ
る
。

（

甲

）

負
推
の
客
個
に
閥
す
る
事
項
。

項
に
就
い
て
、
次
の
諸
黙
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

て
、
併
せ
考
慮
す
ぺ
き
必
要
が
あ
る
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

即
ち
、

て
の
陪
級
乃
至
集
圏
の
負
櫓
比
較
に
は
役
立
た
な
い
ポ
勿
論
で
あ
る
。

の
比
李
を
明
ら
か
に
し
て
も
．
そ
れ
の
み
で
は
、
館
の
負
稽
は
わ
か
ら
な
い
。

（
甲
）
負
掠
の
客
開
、

（
乙
）
負
櫓
の
主
閥
、

少
な
く
ご
も
、
次
の
如
き
諸
事
項
に
就
い．
 

（
丙
）
共
の
相
互
闊
係
の

加
之
、

箪
に
、

一
人
賞
り
の
國
費
乃
至
國
家
牧
入
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四
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財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

第

七

巻

四

四

五

第

一

＝

披

又
、
聯
邦
國
家
に
就
い
て
見
る
も
、
聯
邦
内

に
在
り
て
も
、
大
・
中
・
小
都
市
、
又
、
商
工
地
方
ざ
農
業
地
方
、
後
者
に
あ
b
て
も
、
養
魏
地
方
ご
米
穀
地
方
、
等
々

ぬ
。
サ
鉦
し
｀
細
費
、
牧
入
の
何
れ
に
就
い
て
見
る
も
、
中
央
ご
地
方
、
府
縣
ご
市
町
村
、
市
さ
町
村
、
更
に
、
都
市
の
間

屯

斯
か
る
場
合
に
は

前
述
の
合
計
的
方
法
は
不
適
賞
で
あ
っ
て
、

寧
ろ
、

個
別
的
計
算
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

（

口

）

次
ぎ
に
、
第
二
の
場
合
、
就
中
、

一
國
内
の
特
定
の
地
方
間
の
負
櫓
閥
係
を
比
較
す
る
場
合
に
就
い
て
考
ふ
れ

一
國
家
な
り
や
、
聯
邦
國
家
な
り
や
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
①
箪
一
國
家
に
あ
っ
て
は
、
國
家
財
政
に
就
い
て
、

従
っ
て
、

一
國
財
政
の
継
額
を
知

る
L

こ
は
、
此
等
の
謡
数
字
の
合
計
よ
り
、
二
軍
計
算
を
差
引
く
必
要
が
あ
る
。
②
次
ぎ
に
、
聯
邦
國
家
に
於
い
て
は
、
聯

（
註
）
箪
一
國
家
の
場
合
に
は

（
｛
詈
＾
岳
竺
I
滸

⇒ヰ
十
苓
思
蕊
翌
1
Hヨ
翌
溢
）
、一
＋
逹
芦
翌
k
)
I

且
翌
＋
捻
1
1
X

を
求
め
れ
ば
な
ら
ぬ
。

津
琴
藁
注
雲
ヰ

の
間
に
於
い
て
、
財
政
の
負
据
は
必
す
し
も
同
一
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

す
る
必
要
が
あ
る
。

邦
政
府
の
財
政
ご
各
支
分
國
又
は
各
州
の
財
政
、
並
び
に
地
方
財
政
の
数
字
の
線
計
よ
り
、
此
の
間
の
二
軍
計
算
を
控
除

間
に
於
い
て
、
同
一
の
数
字
が
一
一
策
に
計
罪
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

買
に

財
政
の
数
字
を
加
算
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、

一
般
合
計
さ
特
別
賃
＂
計
、
國
家
財
政
さ
地
方
財
政
、
並
び
に
地
方
財
政

箪
に
一
般
合
計
の
み
な
ら
す
、
特
別
會
計
の
数
字
を
も
加
へ
、

且
つ
、
之
に
地
方
財
政
、
即
ち
、
府
縣
財
政
及
び
市
町
村



就
い
て
見
れ
ば
、
綿
教
育
費
か
ら
入
限
料
及
び
授
業
料
等
の
牧
入
を
控
除
せ
る
も
の
が
純
経
費
で
あ
る
。

て
、
線
計
豫
算
主
義
を
採
用
し、

純
牧
入
よ
り
親
螢
費
を
控
除
せ
る
も
の
が
純
牧
入
で
あ
る
。
又
、
数
育
費
に

例
外
ご
し
て
、

一
部
分
純
計
豫
算
主
義
を
加
味
し
て
ゐ
る
（
例
之
、
専
衷
局
盆
金
、
印

て
、
今

H
の
主
要
な
る
文
明
諸
國
は
、
原
則
さ
し
て
は
、

総
計
稼
尊
・
王
筏
を
採
つ
て
ゐ
る
。

我
が
國
も
｀
亦
原
則
ご
し

今
、
各
國
豫
算
制
度
の
傾
向
に
つ
い
て
大
観
す
る
に
、

純
訂
猿
算
王
義
よ
り
線
計
豫
罫
｀
主
義
に
向
ふ
の
が
常
例
で
あ
っ

あ
り
、

又
、
私
経
渭
的
牧
入
に
あ
り
て
は
、

例
へ
ば

國
庫
の
牧
支
の
全
部
で
な
く

ノヽ4
 

ふ
の
で
あ
る
。

租
税
牧
入
に
就
い
て
見
れ
ば
、

線
租
税
牧
入
額
か
ら
微
税
費
を
控
除
し
た
も
の
が
純
牧
入
で

共
の
一
部
、

即
ち
、
純
牧
入
及
び
純
支
出
の
み
を
、
豫
算
に
掲
げ
る
所
の
主
義
を
云

す
る
全
部
の
経
費
を
、
橡
算
に
計
上
す
る
主
義
で
あ
り
、

財
政

の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

の
各
州
乃
至
支
分
固
間
に
於
い
て
、
負
揉
闊
係
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

財
政
の
全
閥
的
負
採
セ
考
察
す
る
場
合
に
は
、
國
に
よ
っ
て
、
猿
算
制
度
に
、

（
こ
會
計
年
度
上
の
相
異
等
々
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

第

三

輩

綿
計
豫
符
主
義
ご
純
計
豫
算
主
義

(
L
a
regle 
d
u
 b
u
d
g
e
t
 b
r
u
t
 
et 
la 
r
e
g
l
e
 
d
u
 b
u
d
g
e
t
 n
e
t
)
 

前
者

(
B
r
u
t
t
o
B
u
d
g
e
t
,
 
Gross b
u
d
g
e
t
 ;
 b
u
d
g
e
t
 b
r
u
t
)

は
、
國
庫
に
流
入
し
来
る
一
切
の
牧
入
さ
、
國
庫
が
支
出

（イ）

追
加
豫
算

な
ら
な
い
。
此
の
拙
に
つ
い
て
は

後
者

(
N
e
t
t
o
B
u
d
g
e
t
 ;
 N
e
t
 b
u
d
g
e
t
 
;
 bu
d
g
e
t
 
n
e
t
)

は、

（
イ
）
線
計
橡
算
フ
こ
純
計
豫
算
、

＾ ロ
‘-—·‘ 

一
般
曾
計
ご
特
別
行
計
（
ハ
）
本
像
算
さ

(
1
)
豫
算
制
度
に
闊
す
る
事
項

種
々

の
差
異
が
存
す
る
事
を
忘
れ
て
は

第

七

巻

四

四

六

4) ~f Ga~!on leze, Cour~de Science des.. Finances et de Legjslation 
fmanciere Franraise, Theorie General Du Budget, Sixieme Edition, 
1922, p. 172 ff. 



財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

あ
る
。
尚
ほ
、
此
の
制
度
に
伴
ふ
欠
幽
を
除
去
す
る
岱
め
に
ぱ
、

第

七

巻

四

四

七

原
則
ご
し
て
、
線
計
豫
算
主
義
を
採
る
、
こ
同
時
に
、
他

て
｀
共
の
長
所
多
く
、
且
つ
、
橡
符
統
一
の
原
則
上
適
営
で
あ
る
か
ら
、
今
日
、
此
の
主
義
が
廣
く
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で

る
。
尤
も
純
牧
入
及
び
純
経
費
を
知
る
為
め
に
は
、
此
の
制
度
は
不
適
嘗
で
あ
る
さ
云
ふ
欠
幽
を
持
つ
が
、

一
般
的
に
見

牧
納
方
法
の
賞
否
、

國
務
全
俯
の
費
用
、

及
び
國
民
負
婚
の
程
度
を
知
る
に
便
利
で
あ
る
、

等
々
の
長
所
を
有
つ
て
ゐ

第
一
―
―
賊

C
1
1
1
)

會
計
監
督
を
容
易
に
し
、

(
•
I
V
)
従
っ
て
、
財
務
に
就
い
て
の
改
善
に
表
し
、

②
之
に
封
し
、

線
計
豫
算
主
義
は
、

純
計
橡
算
制
度
は
、
純
牧
入
及
び
純
経
費
を
知
る
に
便
利
で
あ
る
。

純
計
豫
算
が
適
裳
で
あ
る
。
又
、
純
計
豫
算
は
、
財
務
を
簡
便
な
ら
し
む

る
長
所
を
有
す
る
も
、
併
し
乍
ら
、(
•
1
)財
政
の
賓
情
は
之
に
よ
っ
て
盛
す
事
が
出
来
す
、

會
計
の
公
明
を
欠
く
の
怖
れ
が
あ
り
、
(
•
I
V
)
又
、
租
税
そ
の
他
の
牧
入
の
能
率
を
比
較
し
得
す
、

政
務
の
寅
績
を
判
定
す
る
事
が
不
可
能
で
あ
る
、
等
々
の
欠
黙
を
有
つ
て
ゐ
る
。

(．

1

)

財
政
の
全
般
的
賓
情
を
示
し
、

出
来
る
か
ら
、

(

V

)

 

を
監
督
す
る
事
が
出
来
す
、

品
）
支
出
官
顧
は
所
定
の
牧
入
を
自
由
に
使
ひ
、

て
は
、
負
掠
闘
係
を
明
ら
か
に
す
る
上
か
ら
、

(1) 
ぬ
。
斯
か
る
傾
向
を
生
じ
た
理
由
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
為
め
に
は
、

刷
局
盆
金
）
。

(

V

)

特
に
、
計
理
機
閥
の
良
否
、

(
~
1
1
)
営
局
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

牧
入
官
顧
は
之
を
自
由
に
支
彿
ふ
事
が

(
~
1
1
)
牧
入
行
為
の
不
続
洲

従
っ
て
、
螢
利
牧
入
や
獨
占
牧
入
等
に
就
い

附
主
義
の
利
害

得
失
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら



出

経

理

又
は
管
軋
特
別
會
計

③
教
育
乃
至
文
化
施
設
特
別
合
計

(

C

)

官
螢
金
融
業
特
別
會
計

(
b
)
官
螢
交
通
運
輪
某
特
別
合
計

(

a

)

官
業
官
螢
工
業
特
別
合
計

③

官

業
特
別
會
計

①
植
民
地
特
別
會
計

我
が
國
の
特
別
會
計
は
、

之
を
理
論
ト一

比
し
、
特
別
會
計
頗
る
多
く
、

現
在
に
於
い
て
、
共
の
数
1

二
十
四
に
上
つ
て

ゐ
る。

豫
算
と
も
言
ひ
、
地
H

通
に
豫
算
'
y
J

云
へ
ば
之
を
指
す
の
で
あ
る
。

一
般
會
計
の
豫
算
は
、
又
、
之
セ
純

於
い
て
は
、
國
に
よ
り
、
例
外
的
に
、
特
別
合
計
豫
算
セ
設
け
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

主
義
が
、
豫
算
統
一
、
主
義
で
あ
る
が
、
此

の
建
前
か
ら
す
る
ビ
、
採
算
は
一
個
た
る
事
を
要
す
る
。
併
し
乍
ら
、
賓
際
に

繭
の
歳
入
、
歳
出
は
、
夫
々
二
幽
ご
し
て
相
封
せ
し
め
て
｀
歳
入
全
閲
セ
以
て
歳
出
の
全
儒
を
賄
は
し
め
る
、
ご
云
ふ

（口）

一
般
會
計
ご
特
別
會
計

而
、
純
計
豫
算
を
加
味
す
る
事
が
適
営
で
あ
る
。

財
政

の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

我
が
國
の
如
き
は
、
他
國
に

第

七

巻

四

四

八

第

三

賊

J!Ll 



軍
事
費
の
割
合
に
つ
い
て
比
較
論
究
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

て
、
直
ち
に
、
そ
の
多
寡
を
論
す
る
の
は
、
営
を
得
な
い
。

第

七

巻

四

四

九

．
 
第
一
二
披

一
五

よ
ろ
し
く
、
更
に
進
ん
で
、
所
謂
國
庫
蔵
出
純
計
に
野
す
る

ば
、
一
閾
の
経
費
中
、
軍
事
費
の
占
む
る
割
合
を
比
餃
す
る
に
帝
m
b
、

特
別
會
計
の
多
ぎ
我
が
國
に
於
い
て
、

箪
に
、

一
般

特
に
注
意
を
要
す
る
。
例
ヘ

別
會
計
へ
の
政
府
支
出
金
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

(
d
)
牧
支
繰
入
れ
幽
係
に
立
つ
事
、
例
へ
ば
、

一
般
會
計
よ
り
植
民
地
粋
別
會
計
へ
の
柚
充
金
の
支
出
、

(2) 

一
般
行
計
よ
り
獨
立
経
螢
を
稿
す
特
別
曾
計
ご
を
分
つ
事
が
出
来
る
。
前
者
は
、

(

a

)

専
賓
局
峙
別
合
計
の
如
く
、
牧
人
盆
金
繰
入
れ
の
闘
係
が
あ
り
、

(
b
)
印
刷
局
特
別
會
計
の
如
く
｀
賓
買
脳
係
に
立
つ
も
の
も
あ
る
。

(

C

)

又
貸
借
闘
係
に
立
つ
も
一
3
、
例
へ
屯
大
蔽
省
預
金
部
特
別
會
計
の
如
き
が
あ

b‘

特
別
合
計
に
就
い
て
は
r

経
螢
技
術
上
、
之
を
是
認
す
べ
苔
も
の
が
あ
る
が
（
例
へ
ば
、
官
業
特
別
會
計
）
、
併
し
、
既

述
の
如
く
、
豫
算
統
一
の
根
本
原
則
よ
り
す
れ
ば
、
特
別
會
計
は
、
成
る
ぺ
く
共
の
数
少
な
さ
を
可
こ
す
る
。

特
別
．會
計
の
少
な
き
國
に
於
け
る
財
政
ご
多
さ
國
の
そ
れ
さ
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、

合
計
歳
出
に
到
す
る
軍
事
費
の
割
合
を
算
出
し
、
之
を
、
英
・
米
等
の
特
別
合
計
少
な
き
國
の
軍
事
費
の
割
合
ご
比
較
し

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

①
一
般
會
計
さ
交
渉
を
持
つ
特
別
合
計
ご

の
四
つ
に
分
類
す
る
事
が
出
来
る
。
而
し
て

一
般
會
計
さ
特
別
會
計
さ
の
闘
係
に
於
い
て
は
、

大
弗
特



本
豫
算
及
び
追
加
豫
算
は
、
共
の
編
成
、
立
案
、
交
付
共
に
、
別
々
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、

豫
算
が
行
は
れ
る
の
が
例
さ
な
っ
て
ゐ
る
。

を
得
・
ず
、

．
こ
定
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

提
出
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
追
加
豫
算
を
容
易
に
認
め
る
さ
き
に
は
．
梢
々
も
す
れ
ば
、

算
編
成
の
際
に
、
経
費
支
出
の
必
要
が
認
め
ら
る
4

に
拘
は
ら
す
、
本
豫
算
の
膨
脹
を
隠
藪
す
る
為
め
に
、

算
に
譲
る
が
如
き
弊
害
を
生
す
る
恵
が
少
な
く
無
い
。
従
っ
て
、
我
が
會
計
法
第
七
條
に
於
い
て
は
、

ざ
る
鎧
費
及
び
法
律
又
は
契
約
に
基
づ
く
親
費
に
よ
り
不
足
を
生
じ
た
る
場
合
を
除
く
の
外
、

併
し
、
現
寅
に
於
い
て
は
、
此
の
規
定
は
、
屡
々
、
無
説
せ
ら
れ
、
寧
ろ
、
追
加

不
足
を
生
す
る
様
な
場
合
が
あ
っ
て

賓
際
上
に
於
い
て
は
、
本
豫
算
の
編
成
後
に
、
経
費
支
出
の
必
要
を
生
じ
、

事
項
及
び
金
額
を
補
充
追
加
す
る
必
要
を
生
す
る
事
が
あ
る
。
是
れ
追
加
豫
算
の

る。 る。

故
に
、
負
控
の
全
俯
的
考
察
に
於
い
て
は
、

本
豫
算
の
み
な
ら
す
、

追
加
豫
算
を
も
、

形
式
上
は
、
概
別
さ
れ
て

追
加
豫
算
を
提
出
す
る
事

必
要
避
く
ぺ
か
ら

之
を
追
加
豫
本
豫

或
は
年
度
の
続
過
中
に
現
年
度
の
経
費
に

併
せ
考
察
す
る
必
要
が
あ

羅
め
て

一
度
に
提
出
す
る
の
が
本
筋
で
あ
る
が
、

賞
初
豫
算
に
は
、

本
橡
算
と
云
ふ
の
は
、
賞
初
に
提
出
叉
は
決
定
さ
る
4
挽
算
で
あ
っ
て
、
普
通
に
所
謂
豫
算
は
之
を
意
味
す
る
。

一
般
合
計
豫
算
の
み
な
ら
す
、
特
別
行
計
豫
算
を
も
含
む
。
豫
算
統
一
の
原
則
よ
り
す
る
と
、
豫
算
は

（

ハ

）

本
豫
算
ご
追
加
豫
算

財
政
の
比
絞
研
究
方
法
を
論
ヤ

宵
際
上
で
は
、

各
國
共
に

所
謂
追
加
豫
尊
な
る
も
の
が
存
在
す

第

七

巻

四

五

0

第

＝1
1

$¥ 

尤
も
、

了六



考
慮
を
彿
ふ
必
要
が
あ
る
。

此
の
如
く
、
會
計
年
度
の
期
間
は
、
固
に
よ
っ
て
、
必
す
し
も
同
じ
で
な
く
、
又
、
同
一
い
國
家
に
於
い
て
も
、

ヶ
月
、

（
ー
ー
）

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

ハ
ヶ
月
の
期
間
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

合
計
年
度
の
期
間
は
、
沿
革
的
に
云
へ
ば
、

合
計
年
度
の
相
異

言
を
侯
た
な
い
。

第

七

巻

四

五

一
七

賞
該
會
計
年
度
の
長
短
に
つ
い
て 時

會
計
の
創
設
よ
り
閉
銀
迄
を
一
會
計
年
度
さ
定
め
た
の
で

明
治
二
七
・
八
年

併
し
、
現
代
の
多
く
の
文
明
國
に
於
い
て
は
、

一
年
制
が
行
は
れ
、

又
、
明
治
の
初
期
に
あ
り
て
は
、

九

は
、
本
豫
算
に
合
併
し
て
、
同
時
に
、
全
罰

t
し
て
施
行
す
る
の
で
あ
る
。

一
年
制
、
二
年
制
、

四
年
制

て
も
、
徳
川
時
代
に
は
、
決
算
は
多
く
i

1

一
年
制
、
豫
算
ぱ
一
年
制
を
採
用
し
た
。

ソ
ヴ
ィ
ヱ
ッ
ト
・
ロ
シ
ア
だ
け
は
、
六
ヶ
月
制
を
採
つ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
我
が
属
に
於
い
て
は
、

同
三
七
・
八
年
、
大
西
一
一
年
等
の
臨
時
軍
軍
費
特
別
會
計
は
、

あ
る
か
ら
、
此
の
場
合
に
は
、
會
計
年
度
は
十
年
又
は
、
十
数
年
に
及
ぶ
事
が
あ
る
。

に
よ

b
、
常
に
必
す
し
も
同
一
で
な
い
か
ら
、
各
年
度
の
財
政
の
比
較
に
賞
つ
て
は
、

第
一
＝
聟

六
年
制
等
が
あ
る
。
又
、

我
が
國
に
於
い

歳
出
乃
至
蔵
入
の
比
較
に
於
い
て
は
、
本
豫
符
の
他
に

一
切
の
追
加
豫
算
を
も
包
括
的
に
考
察
す
る
必
要
あ
る
こ
さ
は

け
る
爵
別
に
外
な
ら
す
、
之
を
以
て
，
直
ち
に

全

故
に
、
附
豫
算
は
、
豫
算
成
立
の
律
路
に
於

豫
算
統
一
の
原
則
を
犯
す
も
の
ご
岱
す
の
は
賞
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ゐ
る
が
、

併
し
、

追
加
豫
算
を
＊
豫
符
に
追
加
し
て
議
會
の
協
贅
を
経
て

之
が
交
付
を
見
た
る
以
上
は

追
加
豫
算



國
家
公
共
圏
閤
3
歳
入
に
は
、
租
税
の
外
、
官
公
企
業
牧
入

（
歳
入
に
闊
す
る
事
項

(

-

l

)

 

品
質
的
事
項
に
闘
す
る
も
の 一九一

1

一
五
年
度
の
経
過
的
特
別
取
扱
を
紐
て

提
言
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
尚
は
、
満
洲
國
に
於
い
て
は
、

年
に
雙
更
せ
る
も

一九――

-i1
一
年
よ
り
謄
年
制
に
復
趾
し
た
。

佛
蘭
酉
は

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

次
き
に
、
會
計
年
度
の
開
始
期
は
、
國
に
よ
っ
て
、
必
す
し
も
、
同
一
で
な
い
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

特
に
．
貨
幣
購
買
力
の
愛
動
を
考
慮
し
て
、
財
政
負
掠
の
修
正
、
加
工
を
企
て
る
場
合
に
、
注
意
セ
要
す
る
。
今
H
、

米
國
、
伊
太
利
、

ゐ
る
。
尤
も
、

れ
て
わ
る
。

ス
ペ
イ
ン
、

月
迄
を
以
て
一
會
計
年
度
っ
こ
し
、

正
賞
に

一
九
i-H
ハ
年
度
以
降
謄
年
制
が
採
用
さ

一
九
三
二
年
乃
至
一
九
三
四
年
度
は
、
賞
年
七
月
よ
り
翌
年
六

我
が
國
に
於
い
て
も
、
最
近
、
脈
年
制
に
改
め
む
さ
す
る

佛
國
、
和
國
．
白
國
い
如
き
は
暦
年
に
よ
っ
て

年
度
が
始
ま
り
、
翌
年
の

i1一
月
末
H
を
以
て
終
る
。

又
、
七
月
一
日
に
始
ま
り
｀
翌
年
の
六
月

i
1
-
+
H
に
終
る
も
の
は
、

ボ
ル
ト
ガ
ル
、
支
那
等
で
あ
る
。
併
し
、

一
九

i1-0年
よ
り
會
計
年
度
セ
、
賞
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月

i1-
＋
H
に
終
る
一
箇

廣
義
り
手
数
料
等
が
あ
り
、
尚
ほ
、
歳
入
不
足
の
場
合

に
は
、
公
債
牧
入
に
よ
り
、
又
は
、
不
換
紙
幣
を
疲
行
す
る
場
合
が
あ
る
。
然
る
に
、
歳
入
に
闘
す
る
負
指
に
は
、
歳
入
の
種

類
の
如
何
に
よ
っ
て
靭
重
の
差
が
あ
る
。
従
っ
て
、
箪
に
金
額
の
み
の
比
較
セ
以
て
し
て
は
、
歳
入
の
負
掠
を
、

く
の
圃
で
は
、
會
計
年
度
は
謄
年
ご
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
、
獨
乙
日
本
及
び
英
國
は
、

第

七

巻

四

五

四
月
一

H
に
會
計

第
一
＝
眺

一
八

多

此
の
獣
は
、



財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

較
上
に
は
、
之
を
無
説
す
る
の
外
は
な
い
。

之
を
支
彿
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

る
。
併
し
、
賓
際
上
は
、
斯
く
の
如
き
額
セ
数
字
的
に
計
上
す
る
こ
ご
は
、
困
難
且
つ
不
確
貰
で
あ
る
か
ら
、

所
で
、
行
政
獨
占
の
場
合
、
及
び
自
由
競
争
下
に
あ
る
公
企
業
の
場
合
は
如
何
゜

が
贈
入
し
、
従
っ
て
、
公
衆
が
そ
の
買
手
と
な
ら
な
い
様
な
企
業
、
例
へ
ば
、
國
螢
軍
需
品
工
業
の
如
き
も
の
は
、

り
、
債
格
の
中
に
入
れ
て
、

の
論
握
は
、
上
述
の
額
は
、
こ
の
獨
占
の
経
螢
が

第

七

巻

四

五

一
九 之
を

斯
か
る
場
合
、
製
品
の
全
部
を
國
家

負
推
の
比

る
の
が
適
賞
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
財
政
獨
占
牧
入
に
あ
り
て
は
、

尤
も
、
財
政
獨
占
牧
入
の
全
部
が
、
租
税
貨
推
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
厳
密
に
云
ヘ

間
接
税
の
夫
れ
ご
選
ぶ
所
は
な
い
。
併
し
乍
ら
、
財
政
獨
占
牧
入
に
つ
い
て
も
、
固
定
資

本
及
び
統
螢
資
本
の
利
子
、
更
に
又
、
そ
れ
が
私
的
企
業
さ
し
て
行
は
れ
た
場
合
に
得
ら
る
ぺ
き
平
均
綜
螢
利
潤
は
、

を
負
櫓
ビ
見
な
い
で
、
獨
占
利
潤
の
中
よ
り
控
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
が
問
題
ご
な
る
。

之
を
控
除
す
ぺ
し
さ
為
す
論
者

私
人
の
手
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
場
合
に
於
い
て
も
、
公
衆
が
、
矢
張

‘‘、5
 

さ
云
ふ
に
あ
る
。
理
論
上
は
、
肯
定
説
を
採
る
べ
き
で
あ

ば
、
北
ハ
の
商
品
の
原
費
（
原
債
）
さ
獨
占
債
格
の
差
額
の
み
が
、

第

三

撃

之

場
合
の
債
格
政
策
の
作
用
は
、

慇
れ
た
る
課
税
で
あ
る
と
云
ふ
こ
さ
が
出
来
る
。
此
の

在
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

税
法
上
よ

b
見
る
も
、
す
で
に
課
税
の
意
園
が
存

①
そ
れ
が
財
政
獨
占
牧
入
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
租
税
に
準
す
る
も
の
さ
し
て
、
之
を
利
税
負
控
の
中

に
入
れ

（イ）

先
つ
、
官
公
企
業
牧
入
に
就
い
て
見
る
に
、

比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

5) vgl. Wagner, Gutachten im Denkschriftenband, 1908, S. 115. 



純
然
た
る
租
税
負
控
の
巾
に
加
へ
む
さ
し
て
ゐ
る
。

者
は
｀
之
セ
箪
な
る
財
政
的
負
稽
ご
見
る
べ
く
、

机
税
負
掠
さ
は
見
る
べ
き
で
は
無
い
ご
し
、
又
、
或
る
學
者
は
、
之
‘
ど
或
る

(3) 
除
外
し
骰
く
を
可
さ
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
通
例
、
此
等
の
企
業
に
於
い
て
は
、
餘
剌
を
あ
げ
る
事
は
、

ご
な
ら
す
、
従
っ
て
、
負
捲
的
公
課
は
、
問
題
さ
な
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
此
の
事
は
、
財
政
難
の
場
合
、
共
の
他
の
特
別
事
情

の
下
に
於
い
て
、
賞
該
公
共
園
開
が
、
共
の
債
値
を
高
め
て
、
共
の
中
に
―
つ
の
隠
れ
た
る
租
税
の
部
分
を
含
ま
し
む
る
項

螢
に
就
い
て
も
、
純
然
た
る
財
政
牧
入
を
あ
げ
ん
'
,
J

す
る
方
策
を
採
．
り
得
る
し
、
叉
、
現
に
採
つ
て
ゐ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
此

等
の
経
螢
に
は
、
有
力
な
私
的
競
手
が
鋏
除
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
行
政
獨
占
の
牧
盆
に
就
い
て
は
、
之
を
形
式

其
の
料
金
政
策
の
質
際
に
就
い
て
、
判
断
セ
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
、
自

Ill競
争
の
下
に
あ
る
公
企
業
の
牧
入
に
就
い
て
は
ざ
う
で
あ
る
か
。

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
結
果
、
財
政
牧
入
を
本
位
ご
す
る
債
格
政
策
を
行
ひ
得
な
い
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

併
し
乍
ら
｀

斯
る
公
企
業
の
牧
盆
に
つ
い
て
も
、
之
ぜ
負
控
ご
見
る
べ
し
さ
云
ふ
論
行
が
少
な
く
な
い
。
此
の
種
の
論
者
の
・
甲
、

例
へ
ば
、

Gerloff
は
、
共
の
純
牧
入
は
之
セ
裳
該
國
民
の
財
政
兵

此
の
場
合
は
、
私
的
市
場
伯
格

的
に
考
察
す
る
項
な
く
、
飽
く
迄

q

ぜ
、
何
等
妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
。

而
も
、
今
H
の
如
き
恐
悦
下
に
於
い
て
は
、
事
賓
上
、
國
家
又
は
市
町
村
は
、
此
等
の
続

て
、
課
税
の
慈
岡
が
存
在
し
な
い
事
は
云
ふ
を
侯
た
な
い
。

螢
、
例
へ
ば
、
市
螢
電
銑
、
霞
氣
瓦
斯
棗
業
及
び
水
道
の
経
螢
等
に
於
い
て
は
、
共
の
サ
ー
ビ
ス
の
代
債
を
計
算
す
る
に
骨
竺
、
一

・
②
行
政
獨
占
の
場
合
、
例
へ
ば
、
國
有
鐵
道
、
郵
便
、
電
信
、
電
話
事
業
の
如
き
、
又
、

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

第

七

巻

四

五

四

地
方
圏
罷
の
諸
獨
占
的
経

始
め
か
ら
問
趨

第

三

裁

―1
0
 



給
料
と
云
っ
た
形
で
、
私
経
清
に
流
入
す
る
場
合
に
比
し
、

6
 

げ
て
ゐ
る
。
之
に
到
し
、
¥
V
a
g
n
e
r

の
如
き
は
、
斯
か
る
純
牧
盆
は
、

額
を
、
租
税
に
よ
っ
て
調
逹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
、

意
味
す
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

第

＇七

巻

四
五
五

地
代
及
び
査
本
利
子
、

國
家
は
、
此
の
純
牧
入
の
存
し
な
い
場
合
は
、

8
 

さ
述
ぺ
て
ゐ
る
。

此
の
種
の
純
牧
盆
に
就
い
て
は
、
先
づ
第
一
に
、
國
家
公
共
園
個
の
企
業
経
螢
の
岱
め
に
、

t
云
ふ
意
味
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
、

b
て
は
、
負
撞
を
意
味
す
る
。
第
二
に
、
賞
該
公
企
業
の
能
率
が
低
く
、

尚
は
、
此
の

推
ご
見
、
北
ハ
の
理
由
と
し
て
、
此
の
純
牧
盆
の
獲
得
は
、

業
者
所
得
よ
り
成
り
、

取
り
も
直
さ
す
｀
國
民
所
得
よ
り
の
直
接
微
牧
、
即
ち
、

そ
れ
か
ら
螢
業
利
潤
及
び
企

）
 
7
 

租
税
負
旅
の
中
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
し
て
ゐ
る
。
又
、

P
l
e
n
g
e

「
列
強
の
財
政
」
こ
云
ふ
論
作
の
中
で
、
こ
れ
等
の
國
家
企
業
の
純
牧
盆
を
負
控
の
中
に
加
へ
て
ゐ
る
。
何
と
な
れ

ば
、
閾
家
の
目
的
の
岱
め
に
振
り
向
け
ら
れ
る
螢
利
純
牧
入
は
、
そ
れ
丈
け
、
私
的
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
だ
け
の

そ
れ
だ
け
、
私
人
の
牧
利

私
経
惰
に
さ

た
め
に
共
の
経
埜
費
が
増
大
す
る
場
合
に
は
、
こ

第
三
に
、
此
等
の
純
牧
益
も
、
私
絆
消
か
ら
の
賠
買
力
の
微
牧
を

そ
れ
が
不
生
森
的
に
支
出
せ
ら
れ
、
岱
め
に
、
私
経
清
に
於
け
る
如
く
生
{庄
活
動
の
促

進
に
資
せ
な
い
場
合
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
、
闊
民
経
済
上
、
負
推
-E
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

れ
亦
、
國
民
経
澗
上
の
負
婚
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

能
力
の
機
合
及
び
牧
盆
セ
来
げ
る
機
會
が
減
少
さ
れ
る
、

そ
れ
丈
け
減
少
す
る
。

第

三

撃

私
人
の
租
税
を
支
彿
ひ
得
る
力
は
、

よ、、,

従
つ
て
、
そ
の
本
質
上
、

そ
れ
だ
け
、
租
税
給
付
能
力
が
減
殺
す
る
、

さ
云
ふ
軍
を
學

の
所
得
の
減
少
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
民
は
、
此
の
場
合
、
私
企
業
に
於
け
る
如
く
、
貨
幣
が
、
配
裳
や
甲
役
の
人
民

6) Gerloff, W. ; Steuerbelastung und Wiedergutmachung, ・ im 168 Bd. 
der Schriften des Vereins f(ir Sozialpolitik, S. 7, 8 und 10. 
7) Ado f. Wagner, Gutachten im Denkschriften-band, Berlin, 1908, s. 
115. 
8) Plenge, Die Finanzen der Grossmiichte. Eine Kritik'neudeutscher 
Finanzst'.ltistik von Dr. J. Plenge, in der Zeitschrift f. d. ges. Sta-
atsw:ssenschaft, 1908, s. 767 ff 



①
租
税
負
指
に
就
い
て
は
、

租
税
制
度
の
全
般
に
亙
つ
て
、

は
、
寧
ろ
、
逆
進
的
な
作
用
を
為
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
、
必
す
し
も
負
檜
多
し
さ
云
ふ
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、

應
能
的
な
り
や
否
や
を
吟
味
す
る
を
要
す

(

l

l

)

 

租
税
負
据

蓋
し
、
債
格
授
構
な
る
も
の
は
、
通
例
、
給
付
能
力
に
対
し
て

よ
り
も
｀
全
骰
さ
し
て
、
著
し
く
靱
い
場
合
に
於
い
て
は
、

租
税
牧
入
の
大
な
る
國
は
、
螢
利
牧
入
の
大
な
る
場
合
よ
り

つ
て
、
國
民
全
個
ご
し
て
の
負
櫓
が
、

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

純
牧
入
が
大
さ
な
る
場
合
は
、

そ
れ
は
租
税
の
額
セ
夫
れ
丈
け
減
少
せ
し
め
る
事
ご
な
り
、

税
負
婚
の
軽
減
を
招
来
す
る
専
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
由
競
争
上
の
公
企
業
の
純
益
は
、
そ
れ
自
身
、
租
税
負
指
で
は
な
く
、
又
、

唯
、
絃
に
問
題
さ
な
る
の
は
、
斯
か
る
螢
利
牧
入
が
租
税
牧
入
を
補
ふ

竺
云
ふ
事
寅
か
ら
、
直
ち
に
、
螢
利
牧
入
大
な
る
國
は
、
財
政
負
推
小
に
し
て
、
租
税
牧
入
の
大
な
る
國
は
、

大
な
り
、
ご
断
定
し
得
る
や
、
さ
云
ふ
事
で
あ
る
。
神
戸
博
士
は
肯
定
説
を
採
ら
れ
る
。
私
見
に
依
れ
ば
、
成
る
程
、
此

、、

の
場
合
、
租
税
制
度
が
反
應
能
的
で
あ
り
、
従
っ
て
、
民
衆
の
租
税
負
推
が
よ
り
大
な
る
國
に
於
い
て
は
、
反
封
給
付
を
伴

ふ
螢
利
牧
入
の
大
な
る
東
は
、
夫
れ
丈
け
、
負
指
の
相
鉗
的
に
轄
さ
事
を
意
味
す
る
、
ビ
云
ふ
事
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
、

如
何
な
る
場
合
に
於
い
て
も
、
上
述
の
理
論
が
妥
裳
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

所
得
の
大
な
る
に
伴
れ
て
累
退
的
で
あ
る
所
の
反
應
能
的
な
税
制
の
下
に
於
け
る

例
へ
ば
、
租
税
制
度
が
應
能
的
で
あ
り
、
従

財
政
負
挽

國
民
の
特
別
負
婚
で
は
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
條
件
を
認
め
る
な
ら
ば
、

そ
の
意
味
に
於
い
て
は
、
租

第

七

巻

閲

五

六
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一
―
―
撃
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6
1
1
1
)

原
料
に
謀
税
す
る
か
、

場
合
に
比
し
て
負
採
は
軽
い
。

第

七

巻

四

五

七

製
品
に
課
す
る
か
に
依
つ
て
も
、
負
掠
は
異
な
つ
て
来
る
。
尚
ほ
、
専
賣
さ
消
費
税
さ

を
な
す
も
の
な
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
叉

一
般
の
内
國
消
費
税
に
就
い
て
も
、

(3) 
る
。
而
し
て
、

叉
は
趣
味
品
・
嗜
好
品
で

直
接
税
に
偏
す
る
場
合
に
は
、
間
接
税
に
偏
す
る
場
合
に
比
し
、
共
の
負
婚
は
、

税
さ
し
て
牧
盆
税
を
採
用
す
る
國
に
比
し
、
負
橡
闘
係
は
軽
い
。
何
ご
な
れ
ば
、
前
者
が
相
封
的
に
應
能
原
則
に
適
合
し

易
い
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
免
税
貼
を
設
け
、
累
進
税
率
を
適
用
し
、
勤
努
所
得
に
就
き
控
除
を
行
ひ
、

、畜
よ
り
容
易
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

人
数
、
共
の
他
の
人
的
事
情
を
考
慮
す
る
事
が
、
前
者
に
於
い
て
、

間
接
税
の
中
の
消
費
税
に
就
い
て
は
、
そ
れ
が
反
應
能
的
な
る
が
故
に
、
出
来
得
る
限
b‘

が
、
租
税
の
負
揃
を
軽
か
ら
し
む
る
所
以
で
あ
る
が
、
併
し
、
奢
移
的
消
費
税
は
、
此
の
一
般
的
原
則
に
対
し
て
、

(
i
)
佛
國
の
制
度
の
如
く
、

多
数
商
品
に
分
散
し
て
課
税
す
る
、
主
義
は
、
英
國
の
如
く
、

(
~
1
1
)
消
費
税
の
負
揃
は
、
課
税
客
腔
の
性
質
、
即
ち
、そ
れ
が
生
活
必
要
品
で
あ
る
か
、

あ
る
か
、
或
ひ
ぱ
奢
移
品
な
る
か
に
依
つ
て
、
異
な
っ
て
来
る
。
前
者
は
負
擦
重
く
、
後
者
は
軽
い
。
叉
、
輸
出
品
で
あ

る
か
、
國
内
消
費
品
で
あ
る
か
に
依
つ
て
、
負
掠
は
異
な
る
。
即
ち
、
前
者
は
軽
く
、
後
者
は
甫
い
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

②
更
に
、
直
接
税
の
中
、

相
封
的
に
軽
し
ご
云
ふ
事
が
出
来
る
。

一
國
の
租
税
制
度
が

又
、
家
族
の

少
数
の
商
品
に
課
税
す
る

第
一
―
―
撃

例
外

間
接
税
の
小
な
る
事

一
般
所
得
税
を
中
心
さ
し
、
之
を
補
完
す
る
に
一
般
財
産
税
を
以
て
す
る
仕
組
は
、
補
完



く
、
民
衆
に
大
な
る
負
婚
を
謀
す
る
項
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、

保
つ
事
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
ら

交
通
税
に
つ
い
て
は
、

(5) 

種
知
に
よ
っ
て
負
推
が
異
な
る
。

印
紙
税
に
あ
り
て
は
．
能
力
小
な
る
も

債
格
流
追
税
に
於
い
て
は
、

財
産
流
通
税
に
あ
り
て
は
、

例
へ
ば

い
。
前
者
に
於
い
て
は
、

一
般
消
費
者
に
さ
り
て
は
、
負
控
は
重
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

い
。
尤
も
、
登
録
税
は
、
大
監
に
於
い
て
、
有
産
者
の
負
澁
す
る
所
で
あ
る
が
、

相
績
税
の
如

必
す
し
も
、

さ
う
で
な

が
故
に
、
負
循
は
輻
い
。
併
し
、
後
者
は

一
部
の
資
本
家
の
為
め
に
超
過
利
潤
を
確
保
す
る
事
さ
な
り
、
獨
占
債
格
セ

一
國
の
産
業
が
、

そ
の
結
果
、
痰
展
す
る
場
合
に
は
、

國
民
の
純
洲
的
給
付
能
力
は
増
加
す
る

併
し
乍
ら
、

・
成
闘
税
な
り
や
、
或
は
高
李
保
誕
賜
税
又
は
カ
ル
テ
ル
闘
税
な
b
や
を
明
か
に
し
、
雨
者
を
分
つ
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な

を
課
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

闘
税
負
婚
に
就
い
て
は
、

更
に
進
ん
で

幼
稚
廂
業
の
保
護
の
為
め
の
育

、
輸
入
品
は
、
少
な
く
さ
も
、
臨
税
額
だ
け
高
め
ら
れ
、

従
っ
て
、
消
費
者
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
間
接
税
と
同
じ
負
掠

齋
．
り
す
場
合
に
は
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
負
樅
ご
解
し
な
け
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

何
故
な
ら
ば
、
此
の
場
合
に
於
い
て
も

て
、
経
洲
政
策
的
観
勘
か
ら
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
保
設
闘
税
さ
雖
も
．
園
庫
に
牧
入
を

い
て
は
、
事
情
は
異
な
る
。
何
尺
な
れ
ば
、
此
の
場
合
は
、
最
初
よ
り
課
税
の
意
閾
な
く
、
そ
れ
は
、
専
ら
或
は
主
と
し

(4) 

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

の
間
に
於
い
て
も
、
負
婚
は
同
一
で
な
い
。
専
賣
の
方
が
、

幾
分
容
易
で
あ
る
。

闊
税
に
就
い
て
は
、
財
政
闘
税
は
、
内
國
消
費
祝
に
代
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
、

第

七

巻

四

五

八

保
護
脳
税
の
場
合
に
於

第
一
―
―
賦

理
論
上
、
應
能
原
則
を
加
味
す
る
こ
ご
が
、

消
費
税
よ
り
も

ニ
四



で
あ
る
。

い
て

尚
ほ
、
何
れ
の
税
た
る
を
問
は
す
、
次
の
事
項
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
•
1
)名
稲
は
同
一
な
る
も
、
時
さ
臨
に
依
り
負
撞
闊
係
は
、
必
す
し
も
同
一
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
税
法
そ
の
他
に

(
~
1
1
)
許
通
に
、
哲
税
は
新
税
よ
り
も
負
推
轄
し
、

は
、
慣
習
的
に
、
之
を
納
む
べ
し
さ
す
る
観
念
が
支
配
的
な
る
が
故
に
、

．
し
、
新
税
は
、
新
た
に
負
据
の
増
加
を
意
味
す
る
が
故
に
、
共
の
苦
痛
は
大
で
あ
る
、

私
見
に
依
れ
ば
、
客
観
的
に
、
蕉
税
は
、
常
に
、
新
税
よ
り
も
負
猿
軽
し
、

財
在
税
は
、

そ
れ
が
薪
設
さ
れ
て
も
、

品
）
比
較
さ
る
ぺ
き
諸
國
の
租
税
の
中
、
特
殊
の
租
税
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
特
別
の
注
意
を
必
要
さ
す
る
。

ち
、
他
の
租
税
ビ
の
闘
聯
に
於
い
て
、

乙
國
よ
り
も
重
し
ご
す
る
も
、
更
に
重
き
他
の
税
種
が
甲
國
に
存
在
せ
す
し
て
乙
國
に
存
在
す
る
事
が
あ
る
か
ら

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

そ
の
負
婚
は
、

第

七

巻

四

五

九

二
五

即

き
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
地
方
税
た
る
戸
数
割
は
、
反
應
能
的
な
る
が
故
に
、
蕉
税
な
れ
ご
も
負
櫓
璽
く
、
應
能
的
な
一
般

よ
ろ
し
く
｀
新
哲
の
雨
税
に
就
き
、
夫
々
の
税
が
、

就
い
て
そ
の
内
容
を
分
析
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(6) 
の
も
、
相
裳
の
負
推
を
課
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
b

應
能
原
則
に
適
合
す
る
か
否
か
を
吟
味
す
る
事
に
よ
っ
て
判
断
す
べ

．
 

さ
為
す
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

、,’

。
ー

さ
云
は
れ
る
が
、

必
す
し
も
重
し
さ
す
る
こ
さ
は
出
来
な
い
。

負
捲
の
程
度
を
測
定
す
ぺ
き
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
、
同
一
の
税
が
、
甲
國
に
於

第
一
―
―
就

さ
断
言
し
得
る
や
否
や
は
、
疑
問
で
あ
る
。

其
の
負
橡
軽
し
、

t
云
ふ
の
で
あ
る
。
之
に
反

こ
れ
は
、
主
観
的
意
味
に
於
い
て
、
哲
来
の
税

10)凩ll.fi博士 財政滉 p.57 



が
負
掠
者
さ
な
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

起
債
な
き
場
合
に
、
生
産
に
振
b
向
け
ら
る
ぺ
き

る
資
金
の
供
給
が
減
少
し
て
、
其
の
結
果
、
利
李
が
高
ま
り
、
従
っ
て
、
生
産
費
が
高
め
ら
れ
る
か
ら
、
結
局
、
消
費
者

何
と
な
れ
ば
、
國
家
が
、
國
内
金
融
市
場
か
ら
、
起
債
を
通
じ
て
、
購
買
力
を
吸
牧
す
る
時
は
、
固
内
金
融
市
場
に
於
け

内
國
債
に
於
い
て
は
、
之
ご
異
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

箪
な
る
起
債
そ
の
も
の
が
、
負
捩
を
惹
起
す
る
場
合
が
あ
る
。

牧
入
と

賞
該
起
債
國
に
封
し
、
何
等
の
負
撥
を
も
意
味
し
な
い
か
ら
、
牧
入
の
負
控
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
之
を
除
外
す
る
事

①

公

債

牧

入

（
ハ
）
公
債
牧
入
及
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
牧
入

並
び
に
利
盆
原
則
に
適
合
し
得
る
事
と
な
る
。

の
あ
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

(
．

l
V
)

税
は
、
其
の
種
類
に
依
り
、
國
税
さ
し
て
、
或
は
地
方
税
ご
し
て
、

人
税
、
即
ち
、

適
賞
で
あ
り
、
物
税
、
例
へ
ば
地
租
、
螢
業
牧
益
税
の
如
き
は
、
池
方
税
さ
な
す
方
が
、
一
般
所
得
税
ビ
一
般
財
産
税
は
、
國
税
が

｀
ヽ
よ
り
よ
く
應
能
原
則

公
債
に
つ
い
て
は
、
外
國
債
さ
内
國
債
こ
に
分
け
て
、
之
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

相
封
的
に
、

外
國
債
は
、
起
債
常
時
に
於
い
て
は

が
適
裳
で
あ
る
。
蓋
し
、
外
國
債
の
場
合
に
於
い
て
も
、
負
捺
作
用
を
な
す
事
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、

し
て
で
は
な
く
、

そ
れ
は
、

そ
の
支
出
が
、
如
何
な
る
目
的
の
為
め
に
行
は
れ
る
か
に
依
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
ろ
に
、

即
ち
、
内
國
債
の
負
据
的
作
用
は
、
生
計
費
の
腟
貴
並
び
に
生
廂
手
段
が

躙
家
目
的
の
為
め
に
拘
束
さ
る
る
の
黙
に
存
す
る
。
蓋
し
｀
國
家
は
、

一
般
的
に
云
へ
ば

第

七

巻
、、
よ
り
よ
く
應
能
原
則
に
適
合
し
得
る
も
の

四
六

0

第

三

臨

二
六



資
金
を
、
自
己
の
目
的
の
為
め
に
要
求
す
る
事
が
、
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
、
内
國
債
の
起
債
に
基
づ
く
負
棺

は
、
右
の
如
く
、

理
論
上
は
、
負
擦
の
比
較
に
際
し
、
之
を
加
算
す
る
を
要
す
る
も
、

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
牧
入

自
身
ご
し
て
の
素
材
債
値
を
有
し
な
い
支
彿
ひ
方
便
を
多
額
に
造
り
出
し
て
、

一
穂
の
負
招
を
意
味
す
る
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
で
な
れ
ば
、

貴
の
割
合
が
、
物
債
の
そ
れ
よ
り
も
小
で
あ
り
、
且
つ
、
騰
貴
の
時
間
に
於
い
て
、
著
し
く
遅
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ

多
数
の
勤
努
者
の
購
買
力
の
一
般
的
な
強
制
微
牧
に
外
な
ら
ぬ
。
か
く
て
、
財
政
學
上
よ

（
註
＞
要
す
る
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
激
し
く
な
る
と
、
少
数
の
大
産
業
呑
本
家
に
富
が
集
中
し
、
農
民
、
勁
努
者
、
及
び
中
小
工

業
家
の
貧
困
化
を
結
果
し
、
従
っ
て
、
貧
宵
の
懸
隔
を
大
な
ら
し
め
、
社
合
に
於
け
る
富
の
偵
在
を
披
大
強
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

つ
て
も
宜
し
い
。

り
見
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
依
る
牧
入
の
調
逹
は
、

第

七

巻

四

六

第
一
―
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賊

二
七

最
も
包
括
的
な
性
質
を
有
す
る
間
接
税
に
類
す
る
も
の
ビ
云

て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

の
結
果
｀
貨
幣
の
購
買
力
が
減
少
し
て
、

物
債
が
腑
貴
す
る
に
拘
ら
す
、

一
方
、
勤
努
所
得
、
就
中
、
榮
賃
は
、
そ
の
騰

を
調
逹
す
る
事
は
、

又、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

之
に
依
つ
て
、
私
経
洲
か
ら
財
及
び
勤
労

國
家
は
、
不
換
紙
幣
を
彼
行
す
る
事
に
よ
っ
て
、

牧
入
の
不
足
を
補
ふ
場
合
が
あ
る
。
斯
く
の
如
く
、
國
家
が
、
夫
れ

(2) 
る
事
が
不
可
能
さ
な
る
。

そ
の
負
揃
を
確
め
る
事
が
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
、

財
政
負
据
の
國
際
比
較
に
お
い
て
、
之
を
考
慮
す

寅
際
上
に
於
い
て
は
、
数
字
的
に



せ
ら
れ
、
又
、
商
品
・
資
本
の
市
場
が
撰
大
さ
れ
る
場
合
や
『

•

さ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唯
｀
併
し
、

軍
需
工
業
が
痰
逹
し
て
、
不
景
氣
が
跛
行
的
乍
ら
も
若
干

そ
れ
に
よ
り
て
國
防
が
強
化
せ
ら
れ
、

生
査
の
焚
展
の
基
礎
條
件
た
る
治
安
が
維
持

ふ
に
、
軍
事
費
は
、
債
値
培
殖
的
で
は
な
い
か
ら
、
直
接
的
な
且
つ
狭
義
の
経
渭
過
程
の
上
よ
り
云
へ
ば
、
不
生
産
的
だ

事
費
は
、
牧
盆
的
で
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
が

そ
れ
が
不
生
4
匹
的
な
る
や
否
や
に
つ
い
て
は
、
年
が
あ
る
。
惟

買
牧
せ
る
如
苔
場
合
は
、
貨
質
的
に
は
、

併
し
、
こ
れ
は
、
箪
に
形
式
的
に
考
察
せ
す
し
て
、
賓
質
的
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
ヘ

ば
、
鐵
道
事
業
費
は
、
形
式
上
は
、
生
産
的
さ
云
ひ
う
る
に
し
て
も
、

牧
谷
の
あ
が
ら
な
い
私
設
鐵
道
を
國
家
が
高
債
に

牧
盆
的
な
ら
ざ
る
は
勿
論
、
生
赤
的
で
も
な
い
こ
ご
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
軍

推
は
軽
い
ビ
云
つ
て
い
し
。

{
庇
的
経
費
な
る
や
に
よ
っ
て
、
負
揆
闘
係
が
異
な
つ
て
来
る
。

一
般
に
は
、
生
杢
的
経
費
又
は
牧
盆
的
経
費
の
方
が
、
負

（口）

経
費
は
、

そ
の
性
質
が
牧
盆
的
な
り
や
、
非
牧
益
的
純
費
な
り
や
に
よ
り
、

又
は
、
生
陀
的
経
費
な
り
や
不
生

す
る
に
す
ぎ
な
い
。

業
が
能
李
低
き
た
め
に
、

定
の
経
理
費
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
鐵
道
を
民
業
ご
す
る
も
、
矢
張
り
、
経
理
費
を
要
す
る
。

民
業
よ

b
も、

こ
后
経
理
費
を
多
く
要
し
た
る
部
分
丈
が
、
國
民
の
特
別
負
採
の
埓
jJnを
意
味

で
、
官

理
費
の
全
部
が
、
國
民
の
特
別
負
捺
で
は
な
い
。

何
さ
な
れ
ば
、
民
間
に
そ
の
事
業
が
任
か
さ
れ
た
時
も
、
矢
張
り

（イ）

歳
出
の
種
類
の
一
っ
さ
し
て
の
続
理
費
が
大
な
れ
ば
、

(
1
)
歳
出
に
闘
す
る
も
の
。

｀
 

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

小
な
る
時
に
比
し
て
、
負
掠
は
大
こ
な
る
。
然
し
、
経

第

七

巻

四

六

第

三

賦

ニ
八



（

へ

）

故
に (＊） 

(

―

-

)

 

―
で
あ
る
。

（

ハ

）

第

七

巻

四

六

尚
ほ
、
経
費
の
負
推
闘
係
上
、
次
ぎ
の
藷
勘
に
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
。

二
九

又
、
所
謂
臨
時
費
の
中
に
は
、
賓
質
的
経
常
費
が

11)神戸博士

償
還
と
は
、
財
政
上
便
宜
な
時
に
自
由
に
償
遠
す
る
を
云
ふ
。

貨
幣
憤
値
大
な
る
時
で
も
償
還
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
4

る
場
合
は
、
景
氣
よ
く

貨
幣
債
値
小
な
る
時
に
自
由
に
償
還
す
る
場
合
よ
り
も
、
負
拇
は
宜
い
。

で
あ
る
が
、
償
還
を
疎
略
に
し
、
公
債
額
ヤ
膨
脹
せ
し
め
ろ
惧
れ
が
あ
る
。
か
し
る
場
合
は
、
負
撞
は
却
つ
て
重
く
な
る
。

年
々
繰
返
さ
れ
る
純
費
な
る
に
反
し
、
後
者
は
、
然
ら
ざ
る
が

一
般
に
、
臨
時
費
の
負
櫓
の
方
が
、
堪
え
易
い
≫
こ
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
そ

の
為
め
に
臨
時
費
は
議
．
曾
の
協
贅

を
受
け
る
事
が
容
易
で
あ
る
か
ら
、
往
々
、
不
急
、
不
用
又
は
不
生
森
的
事
業
の
純
費
を
、

が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
客
観
的
に
、
負
推
は
却
つ
て
大
こ
な
る
。

含
ま
れ
て
ゐ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
ご
は
、
比
較
研
究
上
注
意
を
要
す
る
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

臨
時
費
と
し
て
支
出
す
る
傾

第
一
―
―
絨

純
常
費
さ
臨
時
費
ご
に
つ
い
て
は
、
前
者
は

尤
も
、
自
由
償
還
は
、
政
府
に
と
つ
て
は
便
宜

も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
漿
氣
の
場
合
、

強
制
償
還
さ
は
、
契
約
又
は
法
制
上
償
還
の
強
制
さ
れ
る

元
金
償
還
費
に
於
け
る
任
意
さ
強
制
、
即
ち
、

く
、
哲
債
は
軍
い
。
何
さ
な
れ
ば
、
布
偵
に
於
い
て
は

自
由
償
還
さ
強
制
償
還
さ
に
よ
り
て
、
負
捻
は
洟
な
る
。
自
由

新
偵
の
如
く
、
現
代
に
そ
の
放
果
が
及
ぶ
こ
さ
が
少
な
い
か
ら

蕉
偵
費
ビ
新
偵
費
は
、
負
批
す
る
人
に
よ
り
て
異
な
る
。

現
代
人
の
負
控
こ
し
て
は
、
新
債
費
の
方
が
負
招
靱

緩
和
さ
れ
る
場
合
に
は
、

少
な
く
さ
も
、
間
接
的
に
は
、

一
概
に
小
生
ふ
庇
的
な
り
さ
云
ふ
を
得
な
い
。

財政學 p.58. 



て
、
和
算
上
の
豫
備
金
以
外
に
、

政
府
の
責
任
支
昆
さ
し
て
行
は
れ
る
も
の
が
あ
る
。

純
訂
稼
算
制
度
竺
採
用
す
る
為
め
に
、
豫
算
に
計
上
さ
れ
ざ
る
も
の
、

（
口
）
稼
算
外
支
出
並
び
に
豫
算
超
過
支
出
に
し

①
豫
算
に
現
は
れ
ざ
る
も
、
経
費
さ
な
っ
て
、

國
民
の
負
採
さ
な
る
も
の
。

（
イ
）
経
費
ご
し
て
支
出
さ
れ
る
が

B

豫
算
に
現
は
れ
ざ
る
も
の

は
物
品
の
賭
入
の
方
法
、

（
ど
経
費
の
方
向
、
用
途
並
び
に
支
出
の
方
法
の
如
何
に
よ
っ
て
、
負
掠
闘
係
は
大
い
に
異
な
る
。
特
に
、
請
負
又

3
 

ニ
関
の
政
治
道
徳
の
如
何
が
、
負
採
の
上
に
影
密
す
る
所
少
な
く
な
い
。

と
な
り
し
如
き
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

我
が
國
に
於
い
て
、
従
来
、

一
般
會
計
（
遁
信
省
所
管
）
に
恥
せ
し
通
信
事
業
費
が
、

昭
和
九
年
度
よ
り
特
別
曾
計
所
属

続
費
が
時
代
に
よ
っ
て
、
所
管
を
異
に
し
（
例
、
佛
瀾
西
の
植
民
費
）
、

父
は
｀

所
局
會
計
を
異
に
す
る
こ
ご
が
あ
る
。

我
が
國
の
軍
事
費
）
、
更
に
、
性
質
を
異
に
す
る
謡
経
費
が
、
同
一
の
省
の
所
管
に
属
す
る
こ
ご
が
あ
る
。
加
之
、
同
一
の

斯
の
如
く
同
一
名
稲
の
経
費
が
、

必
す
し
も

之
を
國
債
費
の
中
に
入
れ
て
ゐ
る
。
叉
、
義
務
教
育
費
の
如
き
、
我
國
や
獨
．2
 

佛
そ
の
他
多
く
の
國
で
は
、
数
育
費
さ
し
て
取
扱
ふ
も
の
を
、
英
、
米
に
於
い
て
は
、
祉
會
費
中
に
包
含
せ
し
め
て
ゐ
る
。

そ
の
内
容
を
一
に
せ
す
｀
又
、
同
一
の
経
費
が
各
省
に
分
散
し
（
例
へ
ば

所
管
ご
な
っ
て
ゐ
る
が
、
佛
附
西
で
は
、

選
信
省

(
i
)
続
費
の
取
扱
ひ
方
が
國
に
よ
り
又
時
に
よ
っ
て
、

必
す
し
も
同
一
で
な
い
。
経
常
費
・
臨
時
費
の
襄
別
が
、
寅

財
政
の
比
較
研
究
万
法
を
論
ず

際
上
甑
々
た
る
こ
ご
は
、
既
に
述
ぺ
た
が
、

そ
の
他
に
も
、
例
へ
ば
、
恩
給
年
金
費
は
、
我
が
國
に
於
い
て
は
、

第

七

巻

四

六

四

第
一
―
―
撃

゜
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13)同_r,I巻拙稿鯉費脳脹の法則及び 1巻人件費。物件費の條参照。



が
あ
る
。

人
ロ
一
人
賞
り
の
負
掠
を
見
る
こ
さ
は
、

（乙）

負
揖
す
ぺ
き
・
主
開
に
恥
す
る
賽
項

第

七

巻

四

六

五

第

三

競

所
得
（
又
は
財
在
）
を
調
査
し
、
之
を
合

國
民
所
得
及
び
國
富
に
到
比
せ
る
財
政
負

國
に
よ
り
一
様
で
な
い
か
ら
、
人
口
数
の
み

る
扶
役
、
戦
時
叉
は
非
常
の
際
の
物
資
の
徴
痰
、
物
件
、
令
錢
の
寄
附
、
無
賃
乗
車
券
交
付
、
選
學
運
動
費
、
賄
賂
、

(2} 

豫
算
に
現
は
れ
す
、

又
表
面
上
、
純
費
さ
し
て
支
出
さ
れ
も
し
な
い
が
、
國
民
の
負
掠
た
る
も
の
が
あ
る
。

匿
れ
た
る
罷
費
乃
至
は
匿
れ
た
る
公
共
需
要
が
是
れ
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
名
春
職
、
微
兵
制
下
の
兵
役
、

税
の
新
設
培
微
・
官
業
の
創
設
続
螢
・
公
債
の
募
集
償
遠
等
々
に
伴
ふ
続
費
以
外
の
間
接
の
同
民
親
滸
的
負
捺
等
々
。

(
A
)
人
口
数

意
義
の
あ
る
こ
こ
で
は
あ
る
が
、
嘗
該
人
口
統
計
の
正
確
さ
は
｀
國
に
よ
り

又
時
代
に
よ
っ
て
、
様
々
で
あ
る
上
に
、
牧
利
能
力
あ
る
人
口
の
割
合
は
、

に
よ
っ
て
、
負
掠
の
軽
菫
を
速
断
し
て
は
な
ら
ぬ
。
更
に
進
ん
で
、
人
口
の
内
容
を
分
析
す
る
を
要
す
る
。
就
中
、
年
齢

別
、
性
別
、
毅
業
の
有
無
、
保
健
朕
態
、
教
育
程
度
等
々
を
、
併
せ
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
B
)
國
民
所
得
及
び
國
富

許
通
に
、
最
も
簡
凱
で
而
も
適
賞
な
比
較
方
法
さ
し
て
攀
げ
ら
れ
る
の
は
、

推
の
比
較
法
で
あ
る
。

國
民
所
得
を
計
算
す
る
に
は
、
主
観
的
方
法
、
客
観
的
方
法
及
び
混
合
法
乃
至
折
衷
法
の
一
一
一
方
法

主
観
的
方
法
と
は
、
所
得
を
得
る
人
（
又
は
財
産
を
有
す
る
人
）
に
つ
き
、

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

租

町
村
等
に
於
け
所：

14)岩波 親浣學附典 1巻。拙稿 絆費の條参照



懸
節
大
な
る
固
は
、

ヽ

る
。
財
K

匹
所
得
は
、
同
額
の
勤
努
所
得
に
比
し
、
負
控
能
力
は
よ
り
大
で
あ
る
3

定
性
が
一
肝
大
で
あ
り
、
従
っ
て
、
保
瞼
・
貯
金
等
の
必
要
が
相
釘
的
に
少
な
き
上
に
、
所
得
を
あ
げ
る
に
要
す
る
費
用
が

よ
り
少
な
く
、
且
つ
、

（ハ）
（口）

差
し
、
前
者
は
、
所
得
の
存
績
性
、
安

國
民
所
得
の
源
泉
が
、
勤
努
な
り
や
財
産
な
り
や
に
よ
っ
て
、
同
一
額
の
所
得
も
、

國
民
所
得
は
阿
一
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
配
分
朕
態
の
如
何
に
よ
っ
て
、
負
拾
脳
係
は
異
な
る
。

‘
`
 

そ
の
小
な
る
閥
に
比
し
、
負
推
能
力
は
よ
り
少
な
い
。

所
得
の
培
加
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
、
混
令
所
得
、
例
へ
ば
螢
業
所
得
の
如

定
し
得
な
い
。

（イ）

そ
の
負
掠
能
力
を
異
に
す

即
ち
、
貧
富
り

國
民
所
得
の
大
な
る
程
、
負
換
能
力
は
、
比
例
以
上
に
培
大
す
る
。
但
し
｀
累
進
の
割
合
は
、
精
密
に
之
を
判

は
、
尚
ほ
、
次
ぎ
の
詣
貼
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ば
な
ら
ぬ
。
恨
令
、
調
在
が
等
し
く
正
確
で
あ
る
ご
し
て
も
、

そ
れ
に
基
つ
い
て
財
政
負
掟
の
大
小
を
判
断
す
る
場
合
に

國
に
よ
り
又
時
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
同
一
で
な
く
、

客
観
的
方
法
こ
は
、

所
得
（
又
は
財
査
）
の
各
種
類
に
つ
き
、
共
の
金
額
を
算
定
し
、
之
を
綜
合
し
て
、
同
民
所
得
（
又

前
者
を
又
人
的
方
法
さ
も
呼
び
、
後
者
を
物
的
方
法
ビ
も
稲
す
る
。

而
し
て
、
國
民
所
得
又
は
國
富
の
計
算
方
法
は
、

ん

又
、
調
杏
の
正
確
さ
の
程
度
も
、
慨
々
た
る
こ
こ
に
留
意
し
な
け
れ

は
國
富
）
を
調
査
す
る
方
法
を
い
ふ
。

計
し
て
、

國
民
所
得
（
叉
は
國
富
）
を
調
ぺ
る
方
法
で
あ
る
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

第

七

巻

四

六

六

第

三

琥



に
野
す
る
國
民
の
批
判
力
さ
自
覺
の
大
小
も
、
亦
、
負
揃
闘
係
に
影
響
を
有
つ
。

一
言
す
べ
き
は
、
負
捲
の
計
算
及
び
比
較
に
際
し
て
問
題
さ
な
る
の
は
、

國
際
的
負
推
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
酋
替
相
場
を
考
慮
す
る
丈
で
は
不
十
分
で

あ
っ
て
、
更
に
進
ん
で
、
貨
幣
の
購
買
力
を
も
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
さ
是
れ
で
あ
る
。

カ
の
評
債
は
、
多
く
の
場
合
、
物
債
指
数
に
依
つ
て
行
は
れ
る
。
但
し
、
物
僧
指
敬
の
性
質
は
問
題
が
多
く
、
従
っ
て
｀

之
が
適
用
に
は
、
細
心
の
注
意
を
要
す
る
。
菟
し
、
指
数
作
製
の
方
法
が
、

さ
を
、
姑
ら
く
問
顆
外
に
措
く
も
、
尚
ほ
、
氣
倖
、

A
稲
、
民
族
、
生
病
慣
否
等
が
、
國
に
よ
っ
て
異
な
り
、

計
、
従
つ
て
、
生
活
費
指
数
も
、
亦
影
孵
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

財
政
の
比
較
研
究
方
法
を
論
ず

あ
っ
て
、
名
目
所
得
で
は
な
い
か
ら
、

尚
ほ
、
最
後
に
、

鍔
費
及
び
政
治
の
内
容
が
、
客
観
的
に
見
て
、

國
民
全
開
の
輻
利
を
増
進
す
る
も
の
な
b
や
否
や
、
及
び
政
治
の
良
否

（丙）

負
指
の
客
個
ご
主
儒
ビ
の
闊
係
に
属
す
る
事
項

第

七

巻

四

六

七

第

三

撃

故
に
、
客
翻
的
な
比
較
を
な
し
得
む
が

た
め
に
生

固
に
よ
り
、
時
に
よ
り

一
様
な
ら
ざ
る
こ

而
し
て
、
貨
幣
の
購
買

必
然
的
に
、
賓
質
所
得
で

後
者
よ
り
も
大
で
あ
る
。
従
つ
て
、

所
得
の
使
用
乃
至
支
出
の
如
何
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

出
か
、
必
要
品
の
購
入
に
用
ゐ
ら
れ
る
か
に
依
つ
て
も
、

負
指
能
力
は
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
前
者
の
負
櫓
能
力
は
、

(
-
＿
）
 

同
一
の
所
得
に
て
も
、

そ
れ
が
、
消
費
に
向
け
ら
れ
る
か
、
蓄
積
に
向
け
ら
れ
る
か
に
よ
り
｀

一
種
所
得
の
割
合
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

き
財
産
、
勤
榮
の
雨
者
に
基
づ
く
所
得
の
負
揃
能
力
は
、
そ
の
中
間
に
位
す
る
。

叉
、
奢
修
的
支

故
に
、
國
民
所
得
の
構
成
を
分
析
し
、



又
は
生
活
費
指
数
に
債
値
セ
換
算
す
る
か
す
る
よ
り
外
は
な
い
で
あ
ら
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
嘗
該
詣
國
に
於
け
る
購
買
力
の
動
き
を
示
す
表
に
依
つ
て
、
数
字
を
解
繹
す
る
の
が
適
嘗
で
あ
る
。

べ
る
か
、

又
は
、
本
位
貨
騨
係
が
健
全
な
る
場
合
に
は

総
替
相
場
に
よ
っ
て
典
へ
ら
れ
る
債
値
馘
係
に
換
算
す
る
か
、

ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
よ
う
な
指
数
が
作
成
さ
れ
る
迄
は

吾
々
は
、
各
固
の
本
位
貨
で
表
は
し
た
絶
封
負
擦
額
を
相
互
に
並

謡
國
の
指
数
計
算
に
到
し
、

最
も
璽
要
な
謡
要
素
を
統
i

的
に
包
含
す
る
よ
う
な
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
マ
を
つ
く
ら

為
に
は
、
人
為
的
に
構
成
さ
れ
た
、

一
定
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
マ
を
有
つ
必
要
が
あ
る
。

例
へ
ば
、
比
較
す
ぺ
さ

財
政
の
比
軟
研
究
方
法
を
論
ず

第

七

巻

四

六

八

第

三

輩

一四




